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正三角形の平行な円運動・内周 

 

図１の円Ｏは半径が１０㎝です。１辺の長さが３㎝の正三角形ＡＢＣが，向きを変えることなく，円Ｏの

内部を以下のように時計回りに一周します。 

〇 三角形ＡＢＣの頂点Ｃのみが円周と重なっているアの位置から，頂点Ｃが円周と重なった状態で円周に

そって進む。 

〇 頂点Ｃ以外の頂点が円周と重なるイの位置にきたら，今度はその頂点が円周と重なった状態で円周にそ

って進む。 

〇 以降も同様に進み続け，アの位置に戻るまで進む。 

 

このとき，頂点Ａが通過したあとの長さは何㎝ですか。円周率は３.１４とし，図２のように底辺が３㎝

で残りの２辺が１０㎝の二等辺三角形の頂角の大きさは１８度とします。 

 

   図１                      図２ 
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正三角形の平行な円運動・内周 ５３.３８㎝ 

 

 正三角形の２つの頂点が円周と接するのは，図①の３か所です。ここで，エからオに進む場合，頂点Ａが

通過したあとは図②のようなおうぎ形の弧になります。イからエに進む場合は，図③のように，頂点Ｂが描

くおうぎ形の弧を平行移動した形になります。 

 

   図①              図②             図③ 
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 よって，頂点Ａが通過したあとは，図④のようになり，その長さは図⑤の３つのおうぎ形の弧の長さの和

と等しくなります。 

１０×２×３.１４×
３６０−１８×３

３６０
＝５３.３８（㎝）です。 

 

   図④               図⑤ 
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